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０８／１４２５ あしひきの 山桜花 日並べて かく咲きたらば はだ恋ひめやも
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１０／１９７０ 見渡せば 向かひの野辺の なでしこが 散らまく惜しも 雨な降りそね


































































０４／０６７８ 直に逢ひて 見てばのみこそ たまきはる 命に向ふ 我が恋やまめ































































































































４．お わ り に
本論文では、万葉集１４２５番歌の「恋」の解釈について再検討を行い、通説のように「桜の花は短期間だ
け咲くから強く心惹かれるのであって、もし何日も咲いたらそれほど心惹かれないだろうに」と解するの
ではなく、「もし桜の花が十分満喫できるほど長く満開のまま咲いてくれたならば、（今までとは違って）
恋しい思いはそれほどひどくはならないだろうに」と解すべきであることを提案した。また、万葉集４０８
番歌と７４５番歌の「恋」の解釈についても、通説の解釈には問題があることを指摘した。以上のような提
案や指摘が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあおぎたい。
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